
                             

      

一
宮
町
史
編
さ
ん
準
備
委
員
会
は
、
令
和

３
年
10
月
21
日
、
11
月
25
日
、
令
和
４
年

１
月
18
日
の
３
回
に
わ
た
り
会
議
を
開
催
、

検
討
を
進
め
ま
し
た
。 

最
後
の
会
議
後
、
町
教
育
委
員
会
教
育
長

へ
「『
（
仮
称
）
新
編 

一
宮
町
史
』
編
さ
ん

事
業
に
関
す
る
提
言
書
」
と
い
う
形
で
、
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
提
言
書
の
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

 

１
．
編
纂
期
間
に
つ
い
て 

 
 

旧
『
一
宮
町
史
』
は
わ
ず
か
１
年
足
ら

ず
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
反
省
を
踏

ま
え
、『
新
編
一
宮
町
史
』
は
長
期
的
な
計

画
の
も
と
、
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。 

 
 

他
の
市
町
村
の
編
さ
ん
状
況
を
参
考

に
、
10
年
程
度
の
編
さ
ん
期
間
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

２
．『
町
史
』
の
構
成
に
つ
い
て 

 
 

旧
『
一
宮
町
史
』
の
構
成
（
章
立
て
）

は
他
の
市
町
村
史
や
『
千
葉
県
史
』
と
比

較
し
て
も
か
な
り
独
特
な
構
成
（
エ
ッ
セ

イ
や
論
文
の
掲
載
、
時
代
区
分
や
分
野
区

分
の
記
述
方
法
な
ど
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

『
新
編
一
宮
町
史
』
で
は
、
旧
『
一
宮

町
史
』
の
内
容
を
反
映
さ
せ
つ
つ
も
、
文

字
通
り
「
新
し
く
編
み
直
す
」
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
現
代
に
即
し
た
章
構
成
と
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

３
．
編
さ
ん
計
画
に
つ
い
て 

 
 

編
さ
ん
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

４
．
編
さ
ん
体
制
、
予
算
に
つ
い
て 

 
 

町
史
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
、
基
幹
と
な

る
事
務
局
の
職
員
体
制
や
施
設
整
備
、
編

さ
ん
に
か
か
る
調
査
費
等
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
、
適
切
な
整
備
、
対
応
を
望
み

ま
す
。 

 
 

編
さ
ん
委
員
会
は
各
時
代
の
専
門
家

を
中
心
に
組
織
し
、
専
門
性
も
高
く
、
か

つ
他
の
市
町
村
に
誇
れ
る
よ
う
な
『
新
編

一
宮
町
史
』
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

   

５
．
編
さ
ん
終
了
後
の
体
制
に
つ
い
て 

 
 

『
新
編
一
宮
町
史
』
の
編
さ
ん
終
了
後

も
、
継
続
し
て
調
査
等
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
持
続
可
能
な
体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。 

 

６
．「
郷
土
愛
の
育
成
」
に
資
す
る
こ
と 

 
 

郷
土
の
歴
史
は
、
郷
土
愛
の
育
成
に
資

す
る
極
め
て
重
要
な
要
素
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
海
外
で
は
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

編
さ
ん
に
あ
た
り
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
も
「
郷
土
愛
の
育
成
」
を
考
慮
し
た
事

業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

７
．
観
光
等
他
分
野
で
の
活
用 

 
 

郷
土
の
歴
史
は
、
観
光
面
に
お
い
て
も
、

史
跡
や
文
化
財
の
活
用
と
い
う
点
で
重

要
と
な
り
ま
す
。
正
確
な
歴
史
を
編
さ
ん

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
等

様
々
な
分
野
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
、

『
新
編
一
宮
町
史
』
の
編
さ
ん
を
望
み
ま

す
。 

   

町
教
育
委
員
会
で
は
提
出
さ
れ
た
提
言

書
を
も
と
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
編
さ
ん
事

業
を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。 

 

『（仮称）新編一宮町史』編さんだより 
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一
宮
町
史
編
さ
ん
準
備
委
員
会
よ
り

「
提
言
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

令和 4年(2022)3月 31日発行 

編
纂
事
業
に
向
け
た
準
備
委
員
会 

か
ら
の
提
言 



     

新
た
な
『
一
宮
町
史
』
の
資
料
編
第
一
弾

と
し
て
『
一
宮
町
歴
史
叢
書
第
一
集 

旧
斎

藤
家
文
書
第
二
次
調
査
報
告
書
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。「
叢
書
（
そ
う
し
ょ
）
」
と
は
シ
リ

ー
ズ
本
を
意
味
し
ま
す
。 

 

第
一
集
は
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
に
発

見
さ
れ
た
「
旧
斎
藤
家
文
書
」
の
調
査
報
告

書
と
な
り
ま
す
。
旧
斎
藤
家
か
ら
は
平
成
27

年
（
２
０
１
５
）
に
も
多
く
の
古
文
書
が
発

見
さ
れ
、
報
告
書
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
は
「
第
二
次
調
査
」
と
な
り
ま
す
。 

 

斎
藤
家
は
明
治
時
代
以
降
、
一
宮
町
で
鰹

節
を
中
心
と
し
た
海
産
物
問
屋
を
営
ん
で

い
た
旧
家
で
す
。
本
報
告
書
は
、「
史
料
編
」

と
「
目
録
編
」
を
掲
載
し
、
総
ペ
ー
ジ
数
３

２
０
ペ
ー
ジ
に
及
び
ま
す
。
加
納
久
宜
ら
著

名
人
の
書
簡
を
始
め
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大

正
に
か
け
て
の
一
宮
の
歴
史
に
と
っ
て
重

要
な
史
料
を
翻
刻
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

次
の
と
お
り
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
お
買
い
求
め
下
さ
い
。 

◆
販
売
価
格 

１
冊
１
，
３
０
０
円 

◆
販
売
場
所 

中
央
公
民
館 

◆
販
売
時
間 

平
日 

 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時 

 

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夜
間
、
郵
送
販

売
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

 

【
報
告
書
の
目
次
】 

口
絵
カ
ラ
ー 

20
ペ
ー
ジ 

は
じ
め
に
（
町
教
育
委
員
会
教
育
長
） 

刊
行
に
あ
た
っ
て
（
加
藤
時
男
氏
） 

一
、
調
査
の
経
緯
、
方
法
に
つ
い
て 

二
、
代
表
的
史
料
の
紹
介
と
解
説 

（
１
）
資
料
編
細
目
次 

 
（
２
）
史
料
の
解
説 

 
（
３
）
史
料
編 

 
 
 

一
、
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
一
宮 

 
 
 

二
、
近
代
化
の
諸
相 

 
 
 

三
、
斎
藤
孝
祐
・
脩
一
父
子
の
交
遊 

 
 
 
 

（
一
）
加
納
久
宜
・
久
朗 

 
 
 
 

（
二
）
関
和
知
・
板
倉
中
・ 

鵜
沢
総
明 

 
 
 
 

（
三
）
関
五
郎
右
衛
門 

 
 
 
 

（
四
）
北
沢
楽
天 

三
、
文
書
目
録 

 
 
 

Ａ 

近
世
史
料 

 
 
 

Ｂ 

近
代
史
料 

 
 
 

Ｃ 

書
簡 

 
 
 

Ｄ 

葉
書 

 
 
 

Ｅ 

第
一
次
調
査
未
整
理
資
料 

 
 
 

Ｆ 

刊
本 

 

    

上
記
の
調
査
報
告
書
の
刊
行
を
記
念
し

て
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

「
旧
斎
藤
家
文
書
」
の
代
表
的
な
史
料
を

紹
介
し
な
が
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
の
一
宮
の

歴
史
を
見
て
い
き
ま
す
。 

 

◆
と 

き 

５
月
21
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
か
ら 

 
 
 
 
 
 

（
３
時
頃
終
了
予
定
） 

 
 
 
 
 
 
 

※
午
後
１
時
受
付
開
始 

◆
と
こ
ろ 

町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室 

 
 
 
 

（
長
生
郡
一
宮
町
一
宮
２
４
６
０
） 

◆
講 

師 

江
澤
一
樹 

（
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
） 

◆
定 

員 

50
人
（
当
日
先
着
） 

※
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料 

※
ご
来
場
の
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
延
期
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

◎
通
常
は
平
日
の
み
の
販
売
で
す
が
、
講
座

の
当
日
は
、
会
場
で
今
回
の
講
座
の
も
と
と

な
る
上
記
の
報
告
書
の
販
売
も
行
い
ま
す
。 

    

◆
テ
ー
マ 

「
旧
斎
藤
家
文
書
の
世
界
」 

◆
と 

き 

令
和
４
年
４
月
15
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 

７
月
11
日
（
月
） 

◆
主
な
展
示
資
料 

 

・
真
忠
組
事
件
ニ
付
廻
状 

 

・
戊
辰
戦
争
風
聞 

 

・
関
和
知
書
簡 

 
 
 
 

ほ
か 

 

□
会
場
：
一
宮
町
歴
史
資
料
展
示
室 

 
 

 
 

（
町
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
） 

 
 
 
 

（
長
生
郡
一
宮
町
一
宮
２
４
６
０
） 

□
開
室
時
間 

【
日
・
月
曜
日
・
祝
日
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
火
～
土
曜
日
】 

 

《
次
回
予
定
（
第
２
回
）》 

◆
テ
ー
マ 

「
戦
争
と
一
宮
」 

◆
と 

き 

令
和
４
年
７
月
29
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

～
10
月
３
日
（
月
） 

◆
主
な
展
示
資
料 

 

・
風
船
爆
弾
球
皮
の
紙
片 

 

・
風
船
爆
弾
打
ち
上
げ
基
地 

土
台
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
か 

『
一
宮
町
歴
史
叢
書
第

1

集 

旧
斎

藤
家
文
書
第
二
次
調
査
報
告
書
』 

販
売
中 

令
和
４
年
度
第
１
回
一
宮
町
文
化
財
講
座

「
幕
末
か
ら
明
治
の
一
宮 

～
旧
斎
藤
家
文
書
第
二
次
調
査
報
告
～
」 

一
宮
町
歴
史
資
料
展
示
室 

令
和
４
年
度
第
１
回
企
画
展
示 

「
旧
斎
藤
家
文
書
の
世
界
」 



                             

                             

                             

【
史
料
の
解
説
】 

 

加
納
久ひ

さ

朗
あ
き
ら

（
１
８
８
６
～
１
９
６
３
）
は

最
後
の
一
宮
藩
主
・
加
納
久
宜
の
嫡
男

ち
ゃ
く
な
ん

で
、

横
浜
正
金

し
ょ
う
き
ん

銀
行
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
を
つ

と
め
る
な
ど
、
国
際
的
に
活
躍
し
た
人
物
で

す
。
ロ
ン
ド
ン
に
銀
行
員
と
し
て
赴
任
中
、

交
流
を
も
っ
た
の
が
当
時
駐
英
大
使
だ
っ

た
吉
田
茂
（
１
８
７
８
～
１
９
６
７
）
で
す
。

両
者
は
親
英
派
と
し
て
、
日
英
開
戦
回
避
に

尽
力
し
て
い
ま
し
た
。 

町
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
「
加
納
家
史

料
」
の
中
に
は
吉
田
茂
の
書
簡
が
29
通
あ
り
、

こ
の
書
簡
は
そ
の
う
ち
の
１
通
で
す
。 

 

こ
の
書
簡
か
ら
は
戦
後
も
個
人
的
に
両

者
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
久
朗
は
当
時
、
一
宮
の
人
々
と
の

付
き
合
い
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
中
に
あ

る
「
梨
」
は
も
し
か
し
た
ら
一
宮
産
の
も
の

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

       

古 文 書 紹 介 ② 
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
） 

加
納
久
朗
宛 

吉
田
茂
書
簡
（「
加
納
家
史
料
」
目
録
番
号
Ｂ
31
‐(

14)

） 

 

                    

〔
封
表
〕
消
印
35
・
９
・
26
大
磯 

 
 
 
 

東
京
都
港
区
新
坂
町
一
丁
目 

加
納
久
朗
様 

〔
封
裏
〕
大
磯 

吉
田
茂 

 

拝
復
、
其
後
御
疎 

情
ニ
相
過
候
処
愈
〻 

御
清
健
奉
大
慶
候
、 

扨
又
過
日
ハ
梨 

御
恵
贈
被
下
奉
謝
候
、 

書
外
譲
拝
青 

不
取
敢
御
礼 

ま
て
如
此
候
、 

敬
具 

 
 
 

吉
田
茂 

加
納
久
朗
様 

 
 
 
 

侍
史 

 

【
現
代
語
訳
】 

拝
復
、
そ
の
後
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
い
、
月
日
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
ご
健
康
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
さ
て
、
先
日
は
梨
を
お
送

り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
他
の
こ
と
は

お
会
い
し
た
時
に
話
す
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
御
礼
の
お

手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。 



 

                             

                             

               

利用日 申請者 種別 利用目的 資料名

1 5月26日～12月28日 長生村教育委員会 貸出 長生村交流センター郷土資料室展示のため 岩沼村明細帳　ほか

2 10月12日～12月12日 国立歴史民俗博物館 貸出
企画展示「学びの歴史像―わたりあう近代－」

での展示のため
教育勅語奉納箱　ほか

3 11月1日 個人 閲覧 町内フィールドワークの一環として 一宮本郷村絵図　ほか

4 11月5日 個人 閲覧・撮影 卒業論文執筆のため
異国船之儀ニ付御触書

ほか

5 12月17日 個人 閲覧・撮影 論文執筆のための資料調査 待山遺跡出土石器6点

6 令和4年3月7日 出版社 写真提供 冊子掲載のため 正木時通制札

令和3年度レファレンスサービス（資料の特別利用）

歴
史
資
料
を
探
し
て
い
ま
す 

新
し
い
『
一
宮
町
史
』
の
編
さ
ん
の
た
め
、
古
い
資
料
や
古
文
書
、

昔
の
写
真
、
絵
葉
書
な
ど
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
風
景
写
真
も
、
当
時
の
一
宮
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
歴
史
資
料
の
保
存
、
寄

贈
、
寄
託
の
ご
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
町
の
歴
史
や
戦
時
中
の
体
験
、
幼
い
こ
ろ
の
記
憶
な
ど
お

話
し
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。 

ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
、
伺
っ
た
お
話
の
内
容
の
扱
い
に
は
、

十
分
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

お
宅
に
残
る
古
い
資
料
、
捨
て
る
前
に
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

編
集
後
記 

 

「『（
仮
称
）
新
編 

一
宮
町
史
』
編
さ
ん

だ
よ
り
」
第
２
号
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
よ
り
本
格
的
に
町
史
編
さ

ん
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
鋭
意
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

に
町
ゆ
か
り
の
上
総
広
常
が
登
場
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
役
で
、
第
７
回

目
の
大
河
紀
行
で
玉
前
神
社
が
紹
介
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
４
月
以
降
、
町
教
委
で
は
広
常
に

関
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

今
月
初
旬
、
栃
木
県
那
須
町
の
国
指
定

名
勝
史
跡
の
「
殺
生
石
（
せ
っ
し
ょ
う
せ

き
）」
が
２
つ
に
割
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
殺
生
石
は
妖
怪
・
九
尾

（
き
ゅ
う
び
）
の
狐
が
姿
を
変
え
た
石
だ

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
伝
説

で
は
九
尾
の
狐
を
追
い
詰
め
た
の
は
上
総

広
常
と
三
浦
義
明
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

殺
生
石
は
数
年
前
か
ら
ひ
び
が
入
っ
て

い
た
よ
う
で
、
自
然
に
割
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
の
こ
と
。
史
跡
の
保
存
・
整
備
は
難

し
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
ね
。 

（
記
：
町
教
育
委
員
会 

江
澤
） 


